
曇 技 術 体 系

( 嶺  拭 . ― 戸 分 場 。親 発 部 ・奏 曇 搭 管 郡 )

/ . 哲景 と わ ら い

操北 奇〕沿 津 地 域 は 、 栄 章 の 大 規 換 決 京 お よ び 軒 税 渋 京 が ' めじヒ て 出 生 産 が 伸 び 、 家 曇 り 軒 産 地

形 成 が と ん て い る . し か し こ の地 な は ヤ マ 七 地 帯特 有 な 貫 象 の 影 響 を うけ ヽ 熱 業 の 生 屋 が 不 安 定

て 泰 差 企 皆 に 寅 脱 を 来 た し て い る 。 こ の た め ャマ t 地 帯 に適 応 す る耐 冷 佐 崇 品 穂 の 検 肘 と共 に安

定 的 な泉 戒 塔 技 術 の 改 善 を 磁 り、 ま た 現 地 の 実 態 に合 せ た多 回 百 黎 養 の ま 期 阿 笙 を 結 合 的 に検 対

して 、 ヤ マ 七 地 帝 に 通 局 す る独 曇 技 術 体 系 を 組 立 て た の で 紹 介 す る。

2. 技  術   の  内  容

●  桑 )  ( Ⅲ
) 過 応 す る集 品殺 ‐… , 県北 部 沿岸 地 帯 て は 現 在 軟 良 在 返 が9 1 % 領 最 され て い

が、 協 衰 組 画 届 、 駒 指 病 等 の拡 害 に よ り生産性 が低 い ので 、 耐 病 、 前 冷 佐 の 「し ん け れ もちJ

出 足 し、 8 0  c a 以上 の 被 皆地 帯 て は 「ゆ き し の 普J を 選 定 す る 。

の  肥 培 管 理 ―一 秋 脱 に 安 定 し た 好 気 象 条件 と な る の で 、 碁 肥 と 夏 肥 の 分 施 割 合 は 、 内 陸 部 の

7 : 3 ■ 9 夏 堤 の t 1 3 合を 多 く し て 6 3 ・ 4 と す る . 石 砲 物 は 廃 条 岳 沙 車‐寄 屋 排 世 物 を活 用 す る

と共 に 、 各 期 の 熱 四 的 作 に 変 類 の 栽 増 に よ り的 内 自結 を 図 る 。 安 類 の 問 作 は 偏 西 嵐 に よる土

機 の 農 食 防 止 に も 役 立 つ .

( 3 ) 発 の 収 積 法 ‐▲― ャ マ セ 地 球 の負 生 百 特 性 か ら 8 月 以 降 の 崇 収 量 が 多 い の で 、 辞 団 的 安 定 生

産 を お ら い に 、 こ 拳 ― 夏 強 収 法 と林 上 け株 下 F す槍 収 法 の 社 合 せ と す る。 な お 株 上 携 下 職 収 な

を 昭 柏 余 田 に 置 換 出 来 る 。

( 4 ) 駐 植 口 度 と仕 立 法 … … 3 0 3 当 り 8 0 o 本を B 安 と し 、 株 の 高 ど を 5 0 ～6 0  C E の中 刈 仕 立 とす る。

( 3 ) 泉 生 壇 の 機 ユ … … 復 西 風 と た は ヤ マ t A の 強 い 地 帯 て は 間 北 弱とと しヽ 1 3 ～2 0 B 間 隔 て ふ 生

担 を 強 置 し て、 土 娘 の出 食 あ る い は ャ マ 七 に よ る 被 害 の 優 及 を は か る。

G  ヨ ウ  t i 〕 曇 開 の ほ 定 … … 現 状 の 緯 立 回 歓 は 6 ～ 7 回 が 多 く 、 景 科 の 貫 領 が 通 常 化 して

差 作 の 不 賓 足 を 招 い て い る の て 、 年 5 回 言 と し、 後 半 に 好 気 象 条 件 に 革 食 れ る こ とか ら、"

秋 期 に ■ 点 を 置 い て 、 掛 立 月 日 は 6 月 5 日 い ア% )  7 月 1 日 ( 8 7 % 〕  ″ 月 釣 日 ( 2 3 % )

3 月 1 7 日 ( 2 3 % )  9 月 1 9 日 ( 2 0 % ) を 目安 とす る o

( 2 ) 観 口 上 族 施 故 … … 施 蚊 の保 石 状 況 は 1 椋 段 景 が 多 く ( 7 B % ) 上 験 置 無 用 が 多 い の て 、 飼 腎

と 合 は ア ル ミハ ウ ス を導 入 し て 自 姶 軒 暖 房 と し 、 土 族 室 は 専 用 て 温 A 戦 房 と す る 。 な お奈 舎

の 改 置 場 所 は、 ャ マ 七 A の 侵 入 継 路 を進 け 、 あ る い は 生 垣 奪 を 故 置 す る 。

( 3 ) 詢 腎 上 療 法 … … 1 ～ 3 令 共 同 飼 育 、 4 ～ 5 令 1 日 2 回 未 泉 研 、 余 払 い 自 然 上 演 と す る。

3 . 指尊 上 の 留 意 事 項

( 3 に の 技 術 体 系 は、 S を和 も7 年 か ら 3 カ 年 現 地 にお い て 実 施 し た 、 ヤマ t 地 帯 に お け る崇 の 安

定 残 培 技 術 嵐 険 、 b a l 登反 数 を ≧ に 、 ヤ マ セ地 帝 に 適 島 す る 精 神 的 な 技 術 と し て 豊 立 て た も の

で あ る が 、 拍 町 に 当 っ て は 合 農 京 の 准 営 条 件 を 考 府 じ な が ら 活 鳥 す る。

( 2 ) 集 品 私 の 更 新 は 、 し ん け ん も ち の 古 共 ど じ木 に よ る象 S 生 産 が 容 揚 に 出 来 る の て 、 積 極 的

に 自 措 生 産 を出 る 。

( 3 ) 除 阜 別 の 有 効 予J 駒 に よ る清 新 管 社 会た は畦 的ホ リ マ ル チ等 に よ り地 温 上 昇 を 田 ら七

〔4 ) 攻 漁 芸 を 兼 わ る よ 歓 に は コ ン フ 、 ゥ こ の 問 口 日 に 備 え 1 日 1 山 結実 の 技 術 を 写 入 す る。
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着手 県 農 政 白, ( 1 9 8 4 ) 客 軍 の 結 技 術 と 継 管

5 .  五  験  成  相

ヤマ 七 丸 私 の 著 し い 現 地 2 ヵ 所 によ 独 勘 均 を校 軍 し、、条 品 有 の発 百 特 に 並 に 集 の 費 足 親 塔 技 術、

多 回言 奏 こ の 基 純 輸 整 等 を積 村 じ次 の 拒 果 を 得 た 。

1 ) m 冷 佐 其 品 積 の選 定

ャマ 七地 帯 に お け る. 泉品 社 の 生 脅 指 に は 、 : 停 長 良 毎 な 品 猫 : し ん い ち の せ ・ヒん け ん 3 ち 、

② 面サ冷桂 : し ん け ん も ら ・ゆ 告 し の 言 ③ 多 収 佳 : じ ん け れ も ち ・ゆ 告 し の ど ・宗J 持  ④ 只 寮 賀

: じ ん い ち の せ ・ し ん けん も ち C ) 直 立 4 = : あ お ば ね ず み ・改 良 4 返  ③ 病 害 批 抗 佳 : 耐 概 栞 組

画 粛…Ⅲ剣ゃ 。し ん け れ も ち , 前 玉 う どん こ 病 …, した い ち の せ ・し ん け ん も ち , 耐 H B j 指病 …・り 書じ

の ど ・じん け ん もち で あ っ た o

こ の結 朱 か ら ャ マ と 班 帯 の 巣 品 和 と し て 、 し ん け ん もち ・ゆ き じの ど が 適 応 品 ね と思 わ れ る。

2 ) 集 の m 冷 性 の 仕 立法 と収 孜 法 の碇 立

( 1 ) 嘉 説 増 改 善 振 術 の 組 立 : 崇 凶 肥 培 管 理 の 実 態 判 査 て は 、 沌 肥 ■ を有 殺 4 / 2 の施 局 が 少 く生 産 能

が各 か った 。 施 月じ時 れ は 誉 肥 6 0 % 、 夏 肥 4 0 % の 施 鳥 言J 合が 良 く、 仕 立 法 は 中 刈 て 多 収 . 収 取 法 は

ャマ 七地 帯 の多 回 百 に対 応 し た 二 暮 ― 真 、 係 上 椋 T 略 収 法 を 田 立 し た o

( 2 ) ネ に よ る F 2 ~ A ・風 食 強 女 効 果 : 永 生 垣 は 剣 持 の 古 桑 ど じ木 て 臣 易 に 遺 成 て を 、 A 下 の 崇 の 生

再 はA 好 て 観 飛 組 固 角 が 汽少 した 。 と た土 段 の 嵐 食 防 止 効 果 は 生 垣 の 風 T 1 0 ■ 地 点 て も嵐 会 土 が

3 0 % 少 なか っ た o

( 3 ) 森 病 害 発 生 掌 困 の 解 析 と防 r 2 n : ャマ t 抱 帝 て は 縮 案 組 酉 病が 多 病 し、 海 岸 に 近 い は ど激 発 徹

向 が み られ た 。 剣 持 ・ じ ん け ん も ち は 発 生 が 少 な く、 ま た ス トマ ィ 抑 の 効 果 が 出 め ら れ た 。

t 4 ) 多 回 召 宗 S の 基 期 調 整 と技 術 体 系 の 組 立 : 百 曇 技 術 の 実 態 3 ‐3 査 て は 革 合 が 少 な くヽ 少 豊 多 回

言 て 語 収 が 少 な か っ た 。 ャマ セ地 帯 の 崇 泰 質 は 内 陸 に 比 べ 、 お 芸 路 は 劣 るが 晩 秋 雲 翻 は 勝 る 特 泉

性 が み られ た 。

以 上 の結 果 を結 合 し て ャ マ 七地 帯 に通 合 す る栄 曇 技 術 体 系 を 組 立 て た 。

主 掌 成 果 の 具 体 的 デ ~ ダ

ヤマ 七 地 帯 の去 曇 技 術 体 系 ( 芸 れ ' 」t A 収枝 体 系 と倒 言 r t 固  真 西 猫 ! 0 0 7 - ル )
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